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表紙のご紹介

お問い合わせは
生活課（45－2214）まで。

　ＪＡ大潟村と大潟村囲碁同好会は１月10日、ＪＡ会

館和室を会場に「新春囲碁大会」と「小学生囲碁・将棋

体験教室」を開催し、大人と子ども合せて15人が参加

しました。　　　　　　　（関連記事は４ページに掲載）

あぐりプラザ
トクトク情報

２月10・20日 ０（ゼロ）のつく日は
ポイント２倍デー！

JAだよりおおがた

「第22回新春囲碁大会」

2
FEBRUARY
2014 No.487 ̶̶ ２月の特売  ２月の特売 ̶̶

２月20日㈭・21日㈮ 目玉商品を多数ご用意して
お待ちしております！

和気あいあいと楽しむ参加者たち

「大潟富士の秘密」

　毎日目にする風景。実はその中に、重要な役割を担っているものや、意外に知られていない実態を持つ
ものがたくさん隠れています。このコーナーでは、大潟村のそんな「気になる風景」をクイズ風にご紹介。
さあ、ふらりと散歩に出かけてみましょう！

～ 12月号に掲載「イチョウ並木の謎」の答え～
　西２丁目側より大きく成長した西１丁目側のイチョウたち。これには、
村の花として愛される「サルビア」が関係していました。西１丁目側には
歩道を挟んで、住区の人たちが手入れするサルビアの花壇があります。イ
チョウは根を伸ばして花壇にまかれた肥料の栄養をもらい、大きく成長し
ているようです。

になる風景 大潟
毎毎毎毎毎毎毎日目日目日目日目日目日目日目目にすにすにすにすにすにすにするるるるるるる

気気
in

！？ その21その21
※許可なく立ち入りできない場所も
ありますのでご注意ください。

　みゆき橋のたもとにある村のシンボル「大潟富士」。
高さは富士山の1,000分の１の3.776mですが、湖を干拓
してできた大潟村は海面より低い位置にあることから
山頂が海抜０mであり、「日本一低い山」です。この大
潟富士は人工の山ですが、完成までには並々ならぬ苦
労があったことをご存知ですか？

＜答えは来月号に掲載いたします＞

★今月もポイント３倍優待券を配布します
・２月７日（金）～ 13日（木）
　…ポイント３倍優待券配布日
　この期間中にお買い物されたお客様、お一人
様につき１枚ポイント３倍優待券を配布！
・２月14日（金）…優待券の有効日
　この日、優待券を持ってお買い物されたお客
様にポイント３倍プレゼント！

★毎年恒例、文旦の予約注文を
　承り中！

※このコーナーは来月号で終了します。

好評につき！
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女性部「活動
だよ
り」

第355号

各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします。

●議会の傍聴（12月６日）
　私達は２日目の「総括質疑」の傍聴だった。少し緊
張しながら席に着いたのだが傍聴人は最後まで私達婦
人会の３人だけだった。以前「一般質問」を傍聴した
ことがある。その時は雰囲気がもっとピリピリ張り詰
めていたように感じた。だが今回は、進行の仕方や質
問の内容が興味深いものがいくつかあったせいか、す
んなり頭に入ってきた。「身近な議会」を実感できた。
　議会終了後、私たちの１人

・ ・
が口にした言葉が忘れら

れない。「…なんか私でも議員になれそうな気がした
…」と。そうです。あなたならできます。何事に対し
ても大きな関心を持ってあたれば…と感じさせるよう
な議会の傍聴だった。　　　　　　　（浅沼トク子記）

●女性部研修（12月14日）
　サンルーラルを会場に女性部研修が開催され、会員
は講演の前に上野千鶴子さんを交えて会食しました。
「世直し　女の出番」と題した上野千鶴子さんの講演
は、秋田県中央男女共同参画センターとの共催で行わ
れたので、村外の方も沢山参加されていて、少し緊張
しました。講演は、今までにたくさんの方と対談した
時の事、自分が活動してきた事、これからの若い世代
にその活動が繋がって行けるようインターネットを活
用している事などを笑いも交え、とても歯切れ良く

話されました。講
演を聞かれた方の
心に残った言葉や
思いはそれぞれ違
うかもしれません
が、元気パワーを
もらう事ができた
と思います。
（小澤美智子記）

●第２回50周年記念植樹実行委員会（12月20日）
　みゆき橋から大潟橋まで、ソメイヨシノを植えるこ
とを前回話し合ったが、今回、植樹のときに記念式典
と植樹記念石碑を建てることが話し合われた。

（三村敏子記）

●第３回役員会（１月14日）
　25年度最後の役員会が執行部・班長・生活環境部・
体レク部長のメンバーで開かれた。
案件　○冬季ふるさとまつり（Ｈ26年２月１日）
 ○米油料理教室（２月５日）
 ○議員との懇談会（２月７日）
 ○女性協正組合員大会（２月７日）
 ○総会（２月28日）

○ＪＡ座談会と26年度女性部懇談会（組織・
事業計画・予算）（１月27日）

 ○その他
 ○各専門部から
　今回の重要案件は、専門部の存続を問う事であった。
部員減少の中、役員を確保することが難しくなり、ど
うするかという事で、体レクは若妻部との交流もあり、
楽しいということで存続の意見が多かった。問題は生
活環境である。いらないという住区、大潟村であるか
らこそ環境について必要であるという意見、女性部だ
けでなく村民全体の話ではないかと、色々な意見が出
されたが、27日に行われる女性部懇談会の時にさら
に話し合い、総会で決めることとした。（芹田妙子記）

●第59回ＪＡ全国女性大会（１月20・21日）
　東京へ、女性協理事５名事務局１名でスーパーこま
ちに乗って行ってきました。私は一昨年に続き２回目
の参加です。（女性協理事は二年に一回、全国大会か
東北大会に参加できます）全国から500名が集まりま
した。１日目はＪＡ女性組織活動体験発表６名とフ
レッシュミズ全国コンクール最優秀者１名の発表。そ
のあとパネルディスカッション。ＪＡ全中副会長から
「女性理事が全国で1000名を超えた。これからは最低
でも１ＪＡに２名以上の女性理事を。組合長の理解が
あるＪＡほど女性の参画が進みやすい。」との発言が
ありました。坂東眞理子昭和大学学長からは「女性は
男性任せにしないで、自分で考えて責任ある立場に
なって活躍してほしい。」と。
　２日目は47都道府県から１名、60秒スピーチがあ
りました。そのあと記念講演「置かれた場所で咲く」
ノートルダム清心学園理事長渡辺和子氏がありまし
た。和気あいあいと６名でおしゃべりしながら情報交
換したり、皇居を散策したり楽しい２日間でした。

（三村敏子記）➡

➡

★活動報告と各種会議報告

２月28日　婦人会・ＪＡ女性部総会
これからの行事予定
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第
22
回
新
春
囲
碁
大
会

　

Ｊ
Ａ
大
潟
村
は
１
月
10
日
、
大
潟
村
囲
碁
同

好
会
（
小
山
敏
朗
会
長
）
と
の
共
催
で
「
新
春

囲
碁
大
会
」
を
開
催
。
会
場
と
な
っ
た
Ｊ
Ａ
会

館
和
室
に
は
囲
碁
を
趣
味
と
す
る
仲
間
同
士
が

集
合
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
日
頃

か
ら
囲
碁
や
将
棋
を
趣
味
と
し
て
い
る
参
加
者

は
、一
日
中
じ
っ
く
り
と
対
局
を
楽
し
み
つ
つ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
小
学
生
な
ど
を
対
象
に
し

た
「
囲
碁
・
将
棋
体
験
教
室
」
を
同
時
開
催
し
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
同
好
会
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
将
棋
に
親
し

み
ま
し
た
。

〜
囲
碁
大
会
結
果
〜

☆
優
勝　

小
山　

敏
朗
さ
ん

☆
二
位　

大
内　

一
弘
さ
ん

☆
三
位　

八
木
沢
哲
明
さ
ん

みそを作る利用者。写真は蒸した米に手早くこう
じ菌を混ぜ、米こうじを作るところです

できあがった豆腐を持ち帰る参加者

優勝した小山さん

初心者には一から優しく教えてくれます来年もまた来てね

趣
味
を
通
じ
交
流
深
め
る

究
極
の
地
産
地
消

み
そ
・
豆
腐
の
自
家
加
工

　

Ｊ
Ａ
の
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
で
は
今

シ
ー
ズ
ン
も
、
自
家
消
費
用
の
み
そ
・
豆

腐
加
工
が
行
わ
れ
、
作
業
を
す
る
農
家
の

人
た
ち
で
連
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
家
加
工
は
、
自
家
製
の
農
産
物

を
活
用
し
て
無
添
加
の
食
品
を
作
ろ
う

と
、
昭
和
50
年
代
か
ら
当
時
の
婦
人
部
が

研
究
を
重
ね
て
き
た
取
り
組
み
が
、
現
在

ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ

こ
で
作
ら
れ
る
み
そ
と
豆
腐
は
、
原
料
づ

く
り
か
ら
食
卓
に
の
ぼ
る
ま
で
を
全
て
自

前
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
究
極
の
地
産

地
消
」
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
年
代
は
幅
広

く
、
長
年
自
家
加
工
を
行
っ
て
き
た
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
若
手
農
家
が
加
工
技
術
を
教
わ

り
な
が
ら
の
作
業
は
、
農
作
業
が
本
格
化

す
る
春
先
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

若
妻
部
は
１
月
14
日
、
農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
豆
腐
づ
く
り
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
、
長
年
豆
腐
づ
く

り
に
携
わ
っ
て
き
た
二
人
の
加
工
部
員
で

す
。
参
加
し
た
若
妻
は
、
疑
問
に
感
じ
た

こ
と
を
都
度
質
問
し
て
は
メ
モ
を
と
り
、

全
員
が
交
代
し
な
が
ら
豆
腐
づ
く
り
の
全

過
程
を
体
験
し
、
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

出
来
上
が
っ
た
豆
腐
の
仕
上
が
り
は
と

て
も
良
く
、
参
加
者
は
持
参
し
た
タ
ッ

パ
ー
や
鍋
に
入
れ
て
、
製
造
過
程
で
で
き

た
「
豆
乳
」
や
「
お
か
ら
」
と
一
緒
に
各

家
庭
に
持
ち
帰
り
、
市
販
品
と
は
ひ
と
味

違
う
手
づ
く
り
な
ら
で
は
の
味
を
家
族
と

楽
し
み
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
味
を
家
庭
に

若
妻
部
豆
腐
づ
く
り
講
習
会
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「
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会
」
設
立
総
会

　

１
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
で
「
サ
ハ
リ

ン
に
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会
」
設
立
総
会
が
行

わ
れ
、
会
の
発
起
人
を
中
心
に
25
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
は
、
大
潟
村
文
化
情
報
発
信
者
の
彫
刻

家
・
鎌
田
俊
夫
さ
ん
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
〝
昭

和
の
大
横
綱
〞
大
鵬
の
銅
像
を
大
鵬
の
生
誕
地
ロ

シ
ア
・
サ
ハ
リ
ン
州
ポ
ロ
ナ
イ
ス
ク
市
に
建
て
る

計
画
を
支
援
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
は
髙
橋
浩
人
村
長
で
、
顧
問
と
し
て
大
鵬

関
の
妻
芳
子
さ
ん
と
、
芳
子
さ
ん
の
弟
で
菓
子
舗

栄
太
楼
の
小
国
輝
也
社
長
に
賛
同
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
な
お
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
横
綱
大
鵬
像
を

サ
ハ
リ
ン
に
贈
り
、
秋
田
と
ロ
シ
ア
の
友
好
を
よ

り
深
め
る
た
め
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総会であいさつする鎌田さん

▼アトリエで大鵬像を
　制作中の鎌田さん

▲

昭和の大横綱大鵬

サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
像
を
建
て
よ
う

サ
ハ
リ
ン（
ロ
シ
ア
）
に
大
鵬
像
を
建
て
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
の
お
願
い

サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会　

会
長　

髙
橋　

浩
人

　

寒
さ
厳
し
い
お
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

さ
て
、
こ
の
た
び
故
横
綱
大
鵬
の
生
ま

れ
故
郷
で
あ
る
ロ
シ
ア　

サ
ハ
リ
ン
州
ポ

ロ
ナ
イ
ス
ク
市
（
旧　

樺
太
の
敷
香
町
）

に
銅
像
を
建
設
し
た
い
と
い
う
話
が
現
地

で
持
ち
上
が
り
、
当
大
潟
村
の
文
化
情
報

発
信
者
で
も
あ
る
彫
刻
家
の
鎌
田
俊
夫
さ

ん
が
、
正
式
に
こ
の
銅
像
の
制
作
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

銅
像
の
制
作
に
つ
い
て
は
、
地
元
サ
ハ

リ
ン
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
海
外
メ
デ
ィ
ア

や
国
内
メ
デ
ィ
ア
、
さ
ら
に
は
国
内
サ
ハ

リ
ン
出
身
者
団
体
か
ら
も
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
確
約
も
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
我
が
大
潟
村
の
彫
刻

家
鎌
田
氏
へ
の
応
援
態
勢
と
、
そ
の
支
援

体
制
を
ぜ
ひ
大
潟
村
で
作
る
べ
き
だ
と
考

え
、
お
声
が
け
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
皆
様
の
あ

た
た
か
い
ご
芳
志
を
募
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

　

ど
う
か
多
数
の
か
た
が
た
の
ご
賛
同
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

募
金
目
標
額

　

８
０
０
万
円

申
し
込
み
方
法

　

左
記
口
座
へ
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

寄
付
金
振
込
先

●
大
潟
村
農
協　

本
所

　

普
通　

０
０
１
９
１
１
２

　

サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会

会
計　

丹
羽　

清
三

　
●
秋
田
銀
行　

大
潟
支
店

　

普
通　

１
０
０
８
７
７
４

　

サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会

会
計　

丹
羽　

清
三

　
●
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

記
号　

１
８
６
７
０

　

番
号　

１
２
７
９
３
３
１
１

　

サ
ハ
リ
ン
に
大
鵬
の
銅
像
を
建
て
る
会

※
詳
細
は
事
務
局　

Ｊ
Ａ
大
潟
村

西
方　

一
明
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
４
５
―

２
２
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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金年立積手い担
［愛称］

国が支え
る

安心が大
きくなる

国が支え
る

が大きく
なる

安心が大
き

安心が大
きくなる

国が支え
る

農業者の皆さん、
農業者年金で
老後の安心を！！

特  集

　農業者の皆様の老後を支える政策年金「農業者年金」。生活の安定だけでなく、

担い手の育成・確保を進める視点からも、充実した魅力ある制度となっています。

今回はこの「農業者年金（愛称・担い手積立年金）」についてご紹介します。

農業者年金のメリット

● 農業に従事されている方は誰でも加入できます

　60歳未満の国民年金第１号被保険者（国民年金保険料納付免除者を除く。）であって年間60日以

上農業に従事している方は誰でも加入できます。配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入で

きます。

● 少子高齢時代に強い年金です。年金資産は安全性を重視して運用しています

　自ら積み立てた保険料とその運用益（付利）により将来受け取る年金額が決まる「積立方式（確

定拠出型）」の年金です。

● 保険料の額は自由に決められます

　自分が必要とする年金額の目標に向けて、自分で保険料を決められます（通常加入は月額２万円

から６万７千円までの間で千円単位で選択）。農業経営の状況や老後設計に応じて、いつでも見直

すことができます。

● 終身年金で80歳までの保証付きです

　農業者老齢年金は、原則65歳から生涯受け取ることができます。仮に80歳前に亡くなられた場

合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金の額の現在価値に相当する額を、ご

遺族（死亡者の死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、父母、孫、祖父母又は兄弟姉妹の順位）

に死亡一時金として支給します。

● 公的年金ならではの税制上の優遇措置があります

　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税（支払った保険

料の15 ～ 30％程度）につながります。
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　　 農業の担い手には、手厚い政策支援（保険料の国庫補助）があります

　認定農業者で青色申告をしているなど、農業の担い手となる方には、国から月額最高１万円の保険料補助があ

ります。

【保険料の補助対象者と国庫補助額】

区　分 必　　要　　な　　要　　件
国　庫　補　助　額

35歳未満 35歳以上

１ 認定農業者で青色申告者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

２ 認定就農者で青色申告者 10,000円（５割） 6,000円（３割）

３
区分１または２の者と家族経営協定を締結し経営に

参画している配偶者または後継者
10,000円（５割） 6,000円（３割）

４
認定農業者または青色申告者のいずれか一方を満た

す者で、３年以内に両方を満たすことを約束した者
6,000円（３割） 4,000円（２割）

５
35歳まで（25歳未満の場合は10年以内）に区分１

の者となることを約束した後継者
6,000円（３割） ―

　　 最長20年間、保険料補助が受けられます

　保険料の補助が受けられる期間は、

①35歳未満であれば要件を満たしているすべての期間
②35歳以上であれば10年以内。通算して最長20年間（補助額は最高216万円）です。

　　 国庫補助額も自分の年金として受け取れます

　国庫補助額とその運用益は、個人ごとに積み立てられ、原則65歳から特例付加年金として受給できます。特
例付加年金を受給するには、農地等の経営継承が必要ですが、経営継承の時期についての年齢制限はありません。

自分で積み立てた分は、原則65歳から農業者老齢年金として受給することができますので、65歳から農業者老

齢年金を受給しながら農業を続け、本人の体力などに応じて特例付加年金の受給時期を決めることができます。

さらに詳細な内容やご相談については、ＪＡ大潟村（金融課）Tel：45－2211にお問い合わせ下さい。

●保険料の国庫補助を受ける期間の保険料は２万円で固定され、加入者が負担する保険料は２万円から国庫補助

額を差し引いた金額となります。

◆保険料補助は通常加入の要件に加え、次の３つの要件を満たす方が受けられます（※）
①60歳までに保険料納付期間が20年以上見込まれること。
（※）旧制度加入者（脱退一時金又は特例脱退一時金を受給した者は除く）は、旧制度（平成13年12月

末まで）の保険料納付済期間等も合算できます。）

②必要経費などを控除した後の農業所得が900万円以下であること
③下記の区分１～５のいずれかに該当する人



使用しなくなった衣類の回収にご協力ください！

大潟村有機農業推進協議会からお知らせ

青申会より
確定申告相談のご案内　不用衣類を回収しますので、村民のみなさんのご協力をお願いします。

回収された衣類は、秋田市内の会社でリサイクルされウエスになります。

【日　時】２月14日（金）　9：00 ～ 11：30
【場　所】村民センター東２丁目分館（旧東２丁目児童館）
 ※衣類が汚れないようビニール袋等に入れて持ってきて下さい。
【問合せ】婦人会・ＪＡ女性部生活環境部　石川千春　TEL 45－2331
 大潟村役場　環境エネルギー室　大渕健信　TEL 45－2115

１.講習会
【日　　時】 平成26年２月25日（火）～ 26日（水）《２日間》
 午前８時30分～午後６時
 ※昼食、宿泊の手配は、参加者各自で行って

ください。
【場　　所】 ＪＡ大潟村会館　大会議室
【受 講 料】 4,000円／１人（テキスト及び受講修了書代）

２.交流会
【日　　時】 平成26年２月25日（火）　講習会終了後
【場　　所】 ホテルサンルーラル大潟
【参 加 料】 5,000円／１人

３.申込み
【期　　日】 平成26年２月14日（金）　厳守
【申込み先】 大潟村有機農業推進協議会事務局
 大潟村産業建設課産業振興班
 TEL 45－3653　FAX 45－2162

　平成25年分所得税と消費税の確定申告相

談の受付を下記日程で行います。事務を円滑

に進めるため、今年も会員の皆様ごとに相談

日を設定させていただきますので、ご協力を

お願い申し上げます。なお、相談日について

は案内を送付済みです。変更希望等ありまし

たら、青色申告会（45－3633）までご相談

下さい。

会場：青色申告会事務所

　　　（ＪＡ会館２階）
期間：２月４日（火）～３月５日（水）
時間：午前９時～11時
　　　午後１時～４時

※土・日・祝日は休業とさせていただきます。

回収できる衣類

※洗濯したもの
○綿の衣類（下着類・Ｔシャツ・Ｙシャツ・学生服・
トレーナー・ジーンズ・つなぎ服などで、アクリル・
ナイロン混合可）
○タオル類（タオル・バスタオルなど）
○綿毛・布類（タオルケット・シーツ・毛布）

回収できない衣類
布団類、ウール・セーター類、皮革類、キルティン
グ類、カッパ・ヤッケ類（水を吸わないもの）、軍手・
軍足・手袋・靴下・帽子など（小さいもの）

４.主　催
大潟村有機農業推進協議会

５.共　催（指定を含む）
秋田県有機農業推進協議会、公益社団法人秋田県農業公
社、一般社団法人民間稲作研究所認証センター、特定非
営利活動法人エイサック、特定非営利活動法人環境保全
米ネットワーク、特定非営利活動法人日本有機農業生産
団体中央会、株式会社アファス認証センター（但し、テ
ストを含む追加研修有り）

６.指　定
特定非営利活動法人有機農業推進協会、特定非営利活動
法人日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会、特定非
営利活動法人北海道有機認証協会、株式会社北海道有機
認証センター、一般社団法人オーガニック認証センター

７.その他
受講料、参加料は事前振り込みとなります。
詳しくは産業建設課（45－3653）までお問い合わせ下さい。

̶有機農産物の生産行程管理者のための共同講習会の開催について̶

　次の日程により、有機農産物の生産行程管理者のための講習会を開催いたします。

　既に認定事業者となられている方、認定事業者の一員であっても初めて講習を受けられる方、認定事業者でない方を

対象に、実施する講習会となっておりますので、次に記載されます認定機関の関係者はご参加ください。
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五城目警察署　TEL 018－852－4100

－五城目警察署からのおしらせ－

～スピードは控えめに　車間距離は十分に～スリップ事故を起こさないために
　２月は、路面の凍結や積雪などの影響により、スリップ事故が多発する時期です。
　スリップ事故を起こさないために、次のポイントに注意しましょう。

スピードは控えめに　車間距離は十分に！
乾燥路面と同じようには止まれません。
「急」のつく操作は厳禁！
急ブレーキ、急ハンドル、急発進はしない。

橋の上、トンネル、交差点、日陰は要注意！
路面に雪がなくても凍結しているおそれあり。
下り坂やカーブの手前では減速を！
曲がりきれず、車線をはみ出すおそれあり。

報告事項
・業務報告（11月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・反社会的勢力との取引排除規則の一部改正について
・反社会的勢力への対応に関する基本方針の一部改正について
・反社会的勢力への対応の手引きの一部改正について
・ＬＡｃｔｉｖｅ運営管理要領の廃止について

議　案
第78号 監事監査回答について
第79号 土地賃貸借契約について
第80号 建物賃貸借契約について
第81号 固定資産取得の変更について
第82号 理事と組合との契約について
第83号 貸付金について

報告事項
・業務報告（12月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・購買品棚卸査定の対応基準の一部改正について
・貯金要項細則の一部改正について
・ＡＬＭ委員会報告
・内部監査実施要領の一部改正について
・内部監査報告
・秋田県常例検査の検査結果について

議　案
第84号 建物賃貸借契約について
第85号 厚生連への出資について
第86号 固定資産取得の一部変更について

協議事項
・資材ダンボールの処分について
・購買事業における購買品の返品に関する基準について

その他
・組合員からの意見書について

12月24日開催

１月31日開催

理事会報告

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方はぜ
ひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45－3033）までご連
絡ください！

青年部

●活動報告

１月29日　ふるさとまつり準備
２月１日　ふるさとまつり
２月６日　青年組織４団体合同勉強会
２月７日　議員との懇談会

●活動予定

２月28日　総会貯　金 … 248億9,522万円
貸出金 … 106億5,533万円
出資金 … 008億9,465万円

ＪＡ大潟村の概況　26年１月末現在
正組合員数 …… 1,148名
准組合員数 …… 0,034名

　職員の人事異動を行いましたのでお知らせいた
します。

氏　名 新　　任 旧　　任

吉田　美幸 共済課共済係
係　長

営農支援課販売係
係　長

１月20日付異 動

職 員 人 事
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JAだより おおがた

　ダイコンは一年中出回っていますが、寒い時期に
甘味が増しておいしくなります。日本では、春の七
草の一つ「スズシロ」として古くから、親しまれて
います。シャキシャキとした食感を生かし、生のま
まサラダやあえ物、大根おろしとして食べたり、加
熱すると甘味が増し、だしのうま味を閉じ込めるの
で、ぶり大根、おでんなどの煮物や煮込み料理、スー
プにしたりと、いろいろな料理でおいしくいただけ
ます。葉の付け根の部分は甘く、先端（しっぽ）ほ
ど辛味が強くなるので、料理によって使い分けるの
がポイント。生で食べるときは葉に近い部分、煮物
など加熱する料理には真ん中の部分、先端はみそ汁
などに使うとよいでしょう。
　選ぶときは、太くて重いもの、皮に張りがあるも
のが新鮮です。葉が付いているものは、そのまま置
いておくと、葉から水分が失われスカスカになって
しまうので、葉を切り分けて保存します。使いかけ
のものは、乾燥しないように切り口をラップで覆い、
ポリ袋に入れて、野菜室へ。葉の部分はゆでて刻ん
で冷凍しておくと、みそ汁の青味や煮物の彩りにも
なり、便利です。

■材料（２人分）
ダイコン150g・牛もも肉（薄切り）60g・ネギ1/2本・ショウガ１
片（10g）・A（水カップ２（400ml）・スープのもと小さじ１）・B（花
しょう小さじ1/2・塩小さじ1/6・酒小さじ１・しょうゆ小さじ１）
※花しょうは中華食材で、粒さんしょうのことです。
■作り方（１人分88kcal）
⑴　ダイコンは５cm長さ、７～８ｍm角の拍子切りにします。 
⑵　牛肉は１～ 1.5cm幅に切ります。
⑶　ネギは斜め切り、ショウガは薄
切りにします。

⑷　鍋にＡとダイコンを入れて火に
掛け、ふたをして２～３分煮ます。
牛肉、ネギ、ショウガを加え、沸
騰したら、あくを取ります。

⑸　Ｂを加えて調味します。

●冬野菜の代表格。寒い時期に甘味が増します
大　根 食の

はなし
食の
はなし

Recipe ダイコンと
牛肉のスープ

撮影：大井一範

大潟村チューリップ作品展
ポルダーリップウェーブ2014の

ご 案 内
　村内の花き栽培部会「O.F.S（大潟村・フラワーグローイング・セクション）」に
よるチューリップの展示会が下記の日程で行われます。たくさんの種類・色のチュー
リップ切り花や、チューリップを使った作品がご覧いただけます。２月15日・16日
には切り花販売などお楽しみいっぱいの「産直まつりinおおがた」も行われますので、
ぜひご来場下さい！

ＰＯＬＤＥＲＬＩＰＷＡＶＥ 2014 ～大潟村創立50周年プレイベント～
【期間】２月14日（金）～ 16日（日）　午前９時～午後４時
【会場】大潟村干拓博物館
【体験】チューリップ生け花チャレンジ、チューリップ押し花チャレンジ
　　　 栽培ハウス見学ツアー

【展示】チューリップ品種展示
　　　 チューリップ生け花作品
　　　 チューリップ押し花作品
　　　 記念撮影コーナー

チューリップ花束プレゼント！
好きな品種アンケートに答えると、
抽選で50名の方に花束をプレゼント

産直まつりinおおがた
【期間】２月15日（土）・16日（日）
【会場】道の駅おおがた
　　　「産直センター潟の店」

お問い合わせは営農支援課（45－3033）まで

̶ P O L D E R L I P W A V E  2 0 1 4 ̶


